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令和７年度「若手・女性農業者農業経営スキルアップ講座」 

業務委託提案仕様書 

 

１ 委託業務の名称 「若手・女性農業者農業経営スキルアップ講座」業務委託 

 

２ 委託の目的 

 女性農業者の主体的な農業経営への参画を支援するため，経営理念やマーケティング等に

ついての理解を深め，経営感覚に優れた次世代リーダーを育成する。 

 

３ 若手・女性農業者農業経営スキルアップ講座の業務内容 

（１）開催概要 

名  称  若手・女性農業者農業経営スキルアップ講座 

受講対象者  経営参画や経営発展を志向する意欲的な農業者 

受講定員  各回 10 人程度（リモート参加者を含む） 

開催時期 

 

 

 ９月～12 月 
  

※契約締結後，県と協議の上決定。 
※会場使用料は県の負担とする 

回  数  ３回程度 

時間／回 ３時間程度 

延べ時間数 ９時間程度 

開催方法 

         

 ハイブリッド会議方式（対面・リモート方式両方対応） 

 リモート方式は Zoom の活用を想定 

開催場所  鹿児島市内 

受講者の条件  全ての回の参加を原則とするが，日単位での参加も可能 

（２）講座内容 

   講座内容については，以下の内容を参考に，県と協議の上決定すること。 

   なお，講演や事例報告については，現場での課題と対応策等の事例を交えてわかりやす 

  い内容とすること。 

  ＜必ず取り入れてほしい内容＞ 

１ 農業経営における経営理念とビジョンについて 

２ 経営者のスキル，家族経営におけるマネジメントについて 

  （家族経営協定等含む）  

３ 所得を上げるための考え方について 

４ 県内及び県外女性農業者の活動事例紹介（毎講座） 

  ※事例紹介者が県外在住の場合は，リモートでの対応可能 

５ 我が家の将来ビジョンづくり，発表 

６ 講座は講義・演習（グループワーク，発表）を交える 

７ 講座のうち１回は，県が選定した講師による法人化志向農業者向けの研修会 

  （11 月上旬開催予定）を組み入れる※詳細は県と協議 



 - 2 -

 

（３）参加者の募集・会場の確保 

   参加者の募集チラシ案を作成し，県に提示すること。募集については基本的に鹿児島県 

  が行うが，受託者の募集が可能な場合は，その募集方法を提案すること。 

   なお，会場の確保については県が行う。 

（４）会場運営 

  ア 会場内にスタッフを配置し，参加者の受付，誘導等運営全般を行うこと。 

  イ 会場レイアウトは県が指定する日時までに提案し，承諾を得ること。 

  ウ 施設内にない備品等で講座の開催上必要な場合は，受託者自身で用意すること。 

  エ 撤去作業は各会場の使用規定に準ずること。 

（５）ハイブリッド会議方式の対応 

  ア リモート参加者への事前連絡，接続への対応を行うこと。 

  イ リモート参加者も含めたハイブリッド方式でのグループワークの運営・サポートを行 

   うこと。 

  ウ Zoom の接続範囲については，県と協議すること。 

  エ 各研修終了後，アーカイブ配信を行うこと。 

（６）受講評価の実施 

   受講生から受講評価を徴収すること。 

（７）業務委託報告書の提出 

   受託者は，委託業務を終了したときは，「委託業務完了報告書」及び講義で使用した資 

  料の印刷物並びに電子ファイルを提出すること。 

（８）その他 

   講師謝礼費※，旅費，人件費，チラシ作成費，講座開催に関する経費は全て当該委託料

に含むものとする。 

   ※県が選定する講師による研修会の講師についても同様とする。 

 

５ 実施期限及び予算上限 

実 施 期 限  契約日から令和７年 12 月 26 日（金）まで 

 予算上限額※  1,300 千円 

  ※消費税及び地方消費税を含む。 

 

６ 受託者の条件 

（１）農業及び農業ビジネス，女性農業者育成に関する幅広い知見を有する者，またはその人 

  材を有する法人等 

（２）本県の農業を牽引する経営感覚の優れた女性農業者の育成に向けて，農業経営力や人材 

  育成に必要な人間力等を養成する実践的な教育が実施可能であること。 

 

７ 業務委託の企画書提案内容 

（１）若手・女性農業者農業経営スキルアップ 講座の講義内容，実施方法，講師等について具 
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  体的に提案すること。 

（２）今回示したカリキュラム及び業務内容以外に，予算額の範囲内で事業目的を達成するた 

  め，有効と思われる事項があれば，追加提案すること。 

 

８ 業務の実施体制 

  業務全体の責任者である総括責任者及びそれぞれの業務実施に係る企画提案を行う企画担 

 当者及び経理責任者を定めた業務実施体制を構築することとし，経理部門においては，複数 

 の者によるチェック体制を設ける。 

 

９ その他 

（１）当業務委託で作成した実績報告等の権利は県に帰属する。 

（２）本事業に関して知り得た業務の秘密は，契約期間にかかわらず，第三者に漏らしてはな 

  らない。 

（３）本件に関し，疑義が生じた場合及び仕様書に記載のない事項については，県と協議する 

  こと。 

（４）事業の実施に当たっては，鹿児島県と十分に連携をとり，協議・調整の上，進めること。 

 


